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数学的な考え方のよさを味わう

算数科指導の工夫
－ －考え方を整理する振り返り活動を通して

長期研修員 吉原 和子

《研究の概要》

本研究は、考え方を整理する振り返り活動を通して数学的な考え方のよさを味わうこと

を目指したものである。具体的には、学習問題と既習事項とを結び付けて問題解決の予想

。 。をもつ 問題解決の過程で考え方を整理する振り返り活動を行い数学的な考え方に気付く

気付いた数学的な考え方を活用して問題解決する過程の振り返り活動を通して、数学的な

考え方のよさを味う。このように指導の工夫をした研究である。

【算数 数学的な考え方 予想 振り返り】キーワード

群 G03-02

教
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Ⅰ 主題設定の理由

社会の変化に柔軟に対応し、21世紀をたくまし

く生き抜く児童を育成することがこれからの学校

。 、教育に求められている これを受けて算数科では

「児童が基礎的な知識と技能を身に付け、日常の

事象について見通しをもち筋道を立てて考える能

力を育てるとともに、算数的活動の楽しさや数学

的な考え方のよさに気付き、算数を進んで生活に

生かそうとする態度を育てること」をねらいとし

ている。

国立教育政策研究所による平成15年度教育課程

、「 」実施状況調査の結果によれば 数学的な考え方

の観点を問う問題において、通過率が設定通過率

を下回っている問題が多いことが分かった。質問

紙調査からは、｢算数がきらい｣｢算数が分からな

い｣という児童の割合が、学年が進むにつれて増

加している結果が得られた。置籍校の児童の学習

の様子を見ると、公式や性質、計算の仕方を追究

する過程よりも、覚えて答えを出すことを重視し

がちである また 新しい問題にぶつかった時｢ど。 、

う考えたらよいか分からない｣｢既習事項の何を使

って考えたらよいか分からない｣という児童が多

く見られる。

「算数がきらい 「算数が分からない」という」

児童が増加する要因として、児童が試行錯誤して

自分なりの方法で解決できた充実感を味わった

り、身に付けたことを他の場面で活用することを

通して、数学的な考え方に気付き、そのよさを味

わったりする経験が少なかったことが考えられ

る。教師の側から考えたとき、文章題や応用問題

を解いたり算数的活動をしたりすれば、自然と数

学的な考え方が育つものと思いこんでいた。そし

て、児童に身に付けさせたい数学的な考え方やそ

のよさを明確にし、数学的な考え方に気付き、そ

のよさを感得できる授業を行ってこなかったこと

も要因と考える。

児童は学習問題に取り組むと、数学的な考え方

を無意識のうちに使って問題解決を行っている。

その問題解決の過程を振り返る活動を行うことに

より、数学的な考え方に気付く。そして、気付い

た数学的な考え方を活用する学習問題に取り組

み、数学的な考え方を活用して問題解決すること

はどうだったかを振り返ることにより、問題解決

で活用した数学的な考え方のよさを味わうことが

できるものと考える。

以上のことから、考え方を整理する振り返り活

動を通して、児童は数学的な考え方のよさを味わ

うことができるものと考え、本主題を設定した。

Ⅱ 研究のねらい

算数科指導において、考え方を整理する振り返

、 、り活動を通して 児童は数学的な考え方に気付き

その考え方が問題解決に有効に活用されているこ

とを実感し、数学的な考え方のよさが味わえるこ

とを実践を通して明らかにする。
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Ⅲ 研究の見通し

つかむ過程において、学習問題と既習事項と１

を結び付けて整理する振り返り活動を行うこと

によって、児童は問題解決への予想をもつこと

ができ、問題解決に意欲的に取り組むようにな

るであろう。

追究する過程において、学習問題を解決する２

過程でどのように考えたのかという考え方を整

理する振り返り活動を行うことによって、児童

は数学的な考え方に気付くことができるであろ

う。

深める過程において、気付いた数学的な考え３

方を活用して学習問題を解決し、考え方がどの

ように活用されているかという振り返り活動を

行うことによって、児童は数学的な考え方のよ

さを味わうことができるであろう。

Ⅳ 研究の内容と方法

１ 研究の内容

(1) 数学的な考え方のよさを味わうとは

「数学的な考え方」とは、問題解決に必要な知

識や技能に気付かせ、それらを引き出す原動力で

ある。そして、問題解決における数学的なアイデ

アや着想、思考方法を抽出したものと考える。

「数学的な考え方のよさを味わう」とは、上記

の数学的な考え方を活用して問題解決することを

通して、簡潔性、明瞭性、正確性、有用性、一般

性、的確性、能率性、発展性、美しさなどを実感

している姿と考える。

(2) 考え方を整理する振り返り活動とは

「考え方を整理する振り返り活動」とは、児童

が問題解決する過程で使った考え方を整理し、数

学的な考え方及びその活用に気付いたり、そのよ

さを味わったりする活動である。

具体的には、各過程で次のようにこの活動を展

開する。

ア つかむ過程

児童は学習問題と出合った時に、既習事項（生

活経験や既習学習）と結び付けた振り返りを自然

としている。そこでは 「既習事項と結び付ける、

と相違点・類似点は何か 「似たような学習や経」

験はしていないか 「そのときどんなふうに考え」

たか」といったことを考える。この考えの中で問

題解決に使えそうなものを付せんに書き出してい

く。この付せんを「考え方整理プリント」に整理

することで、児童は「こうなりそうだ 「こんな」

ふうに考えていけば解決できそうだ」という解決

への予想をもつことができる。一人一人の児童が

予想をもつことで、確かめてみたい、調べてみた

、 、い 解決してみたいという意欲が必然的に生まれ

問題解決に意欲的に取り組むようになるであろう

と考えた。

イ 追究する過程

自分なりの予想をもった児童はそれをもとに、

作業的・体験的な活動などの算数的活動に取り組

み問題解決を行う。そして、その解決の過程を振

り返る際、つかむ過程において「考え方整理プリ

ント」にまとめた考え方のどれをもとに解決した

のかを確認しながら、自分の解決の過程をまとめ

る。それらを発表し合い、どのように考えたのか

という学び合いを行う。児童は「こう考えればい

いんだ 「どうしてこう考えたのかな 「この場」 」

」「 」合はこの方法がいいな 似ている方法があるよ

などの意識をもつ。次に、解決の過程で使われて

いる考え方を検討し、それらを比べたり関連付け

たりして整理しながら、数学的な考え方に高めて

いく振り返り活動を行う。この活動を通して、児

童は自分や友達の解決方法に使われている数学的

な考え方に気付くことができるものと考えた。こ

の振り返り活動を通して、数学的な考え方に児童

が気付いていくためには 「児童一人一人の解決、

方法を大切にする 「不十分な考え方を生かすよ」

うにする｣｢関連した児童の発言を取り上げる｣な

どに考慮した支援をしていくことが大切である。

ウ 深める過程

追究する過程で整理した数学的な考え方を活用

する学習問題を設定する。児童は、学習問題の解

決を行い、解決過程を発表し学び合う。次に、数

学的な考え方をどのように活用しているのかを明

確にし、その考え方を活用して問題解決すること

でどうだったかという振り返り活動を行い 「は、

っきり分かる 「簡単にできる 「他の問題でも」 」

できる 「分かりやすくなった」などの学習感想」

をまとめていく。整理した数学的な考え方を活用

して問題解決し、どの考え方がどのように有効に

活用され、それによってどうだったかを振り返る

ことで、数学的な考え方のよさを味わうことがで

きるものと考えた。
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２ 研究の方法

(1) 実践計画

(2) 抽出児童

(3) 検証計画

Ⅴ 研究の展開

（体積のはかり方と表し方）１ 単元名 立体のかさの表し方を考えよう

検証項目 検 証 の 観 点 検 証 の 方 法
つかむ過程において、立体のかさ比べの学習問 ・発言や考え方整理プリントの記述から、どんな既習の
題と、長さや広さ比べなどの学習における既習 考え方を想起し、学習問題に対して既習の考え方をど

見通し１ の考え方とを結び付けて整理する振り返り活動 のように結び付けて予想をもつことができたか分析す
を行うことは 解決への予想をもつことができ る。、 、
問題解決に意欲的に取り組むことに有効であっ ・活動の様子から問題解決に意欲的に取り組んでいるか
たか。 を分析する。
追究する過程において、立体の体積を求める ・どのように考えて問題解決したのかを、活動の様子や
学習問題を解決する過程で、どのように考えた 考え方整理プリントの記述から分析する。

見通し２ のかという考え方を整理する振り返り活動を行 ・発言や考え方整理プリントの記述から、考え方をどの
うことは、数学的な考え方に気付くのに有効で ように整理し、どのような数学的な考え方に気付いた
あったか。 のかを分析する。
深める過程において、追究する過程で気付いた ・問題解決している様子や学習プリントの記述から、ど
数学的な考え方を活用して学習問題を解決し、 のような数学的な考え方を用いて問題解決をしている

見通し３ その考え方がどのように活用されているかとい のかを分析する。
う振り返り活動を行うことは、数学的な考え方 ・発言や学習感想の記述から、数学的な考え方のよさを
のよさを味わうのに有効であったか。 味わうことができたか内容を分析する。

前橋市立大利根小学校 ６年
対 象 習熟度別少人数指導４コース

（基礎コース、基礎･基本コース、基本･発展コース、発展コース）の基礎･基本コース 21人
期 間 10月３日～10月24日 13時間
単 元 名 立体のかさの表し方を考えよう（体積のはかり方と表し方）
授 業 者 長期研修員 吉原 和子

じっくりと考えることが苦手なため、算数はあまり好きではない。問題解決に取り組む際、既習事項の何

Ａ 男 をどのように活用したらよいかが分からないため、あきらめてしまうことが多い。問題解決の予想をしっ

かりともつことで、最後まで意欲的に問題解決に取り組み、その過程で使った考え方にも気付くことがで

きるようにしたい。

算数の学習への関心や意欲はあり、算数が分かりたい・できたいとは思っているが、算数に対する自信が

Ｂ 子 ない。自分の力で問題解決しようとするが、自分はどんな考え方で解決したのかを明確に意識することが

少ない。学び合いの中で問題解決に使われた考え方に気付かせ、その考え方を活用することでそのよさを

味わうことができるようにしたい。

＜見通し１＞ ＜見通し２＞ ＜見通し３＞

数 数
学 学振り返り 振 り 返 り 振 り 返 り
的 的学 問題解決 問題解決
な な習
考 考問 ･似たような学習 予想をもと ･既習の考え方と結び付け 整理した数 ･簡単に分かりやすく表現できる

え え題 や経験 に、算数的 る 学的な考え <簡潔性>

方 方･既習事項との相 活動に取り ･考えた根拠を明確にする 方を活用し ･はっきりと表現できる<明瞭性>

に の違点や類似点 組みながら ･考え方の共通点を見付け て問題解決 ･正しく処理できる <正確性>

気 よ･その時使った考 問題解決を る をする ･いろいろな場面で使える

付 さえ方 する ･似た考え方を関連付ける <有用性>

く を･使えそうな考え ･分かりやすい言葉で表現 ･広い範囲で当てはまる<一般性>

味方 する ･間違いなく表現できる<的確性>

わ･手際よく(無駄なく)処理できる

う<能率性>
･より広い範囲で考察できる

<発展性>
･美しく(すっきりと)表現できる

<美しさ>
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２ 単元の考察

３ 単元の目標及び評価規準

(1) 単元の目標

体積の意味について理解し、簡単な立体図形の体積を求めることができる。

(2) 単元の評価規準

４ 指導・評価計画（全 時間）13

児童は、３学年の時かさの学習を通して普遍単位の必要性を理解し、mℓ、dℓ、ℓの単位を用いて測定する学習を
。 、 、 。してきた ４学年の時 二次元の広がりとしての面積について考え 長方形や正方形の求積について学習してきた

６年生になり、前単元で立体図形の基本的なものとしての直方体や立方体の性質とその表し方を学習した。
そして、本単元では、体積の意味について理解し、簡単な立体図形について体積を求めることができるようにす
ることを主なねらいとしている。体積は三次元の広がりをもつ量であるが、面積の学習を想起することで、体積も
単位とする大きさを決めればそのいくつ分で表せる、という単位の考えを用いることができる。また、長方形や正
方形の求積と同様に、各辺の長さを測り公式の考えを用いることで、計算で体積を求めることができる。
単位の考えや公式の考えは、それらを問題解決の場面で活用し、解決の過程を振り返ることにより考え方のよさ
を味わうことができる。また、単位の考えや公式の考えに気付いたり、活用して問題解決したりする際には、帰納
的に考えたり演繹的に考えたりする数学的な考え方も身に付けることができ、そのよさを感じ取ることができる。

算数への 数学的な考え方 数量や図形についての 数量や図形についての
関心・意欲・態度 表現・処理 知識・理解

立体図形の体積にかかわる性 立体図形の体積を調べる算数 立体図形の体積を求めること 立体図形の体積についての感
質や関係などに着目して考察 的活動を通して、数学的な考 ができる。 覚を豊かにするとともに、体
したり、論理的に考えたりす え方の基礎を身に付け、論理 積の意味と求め方を理解して
ることの楽しさやよさに気付 的に考えたり、発展的、統合 いる。
き 進んで活用しようとする 的に考えたりする。、 。

過 時 ○ねらい ○評価項目（評価方法）
判断される状況程 間 ★数学的な考え方 ・支援及び指導上の留意点 ◎｢十分満足できる｣と

・主な活動 ☆｢努力を要する｣児童への手だて
つ ○立体のかさ比べの方法を、既習事項と ・大きさの異なる三つの直方体と（見 【関心・意欲・態度】

１ 結び付けて予想をもち、問題解決に意 ただけで大きさが比べられる物と比 ○既習の量の比較の方法を想起し
か 欲的に取り組むことができる。 べられない物、長さを工夫、材質は 三つの立体のかさを比較する方

★かさ比べの方法に使われている直接比 同じ）を提示し、｢かさが一番大き 法を考え、一つの方法で比べて
む 較や間接比較（操作の考え 、単位の いのはどれでしょう｣と問う。 いる。）

考えに気付く。 (活動の様子･ )考え方整理プリント
＜操作の考え・単位の考え＞

・｢長さ｣｢かさ｣｢広さ｣比べをした時のこ ◎既習の量の比較の方法を想起し
とを思い出し、どんな考え方で比べた それらと結び付けながら、三つ見
かを付せんに書き出して発表し合う。 の立体のかさ比べの多様な方法

を考え、二つ以上の方法で比べ通
かさ比べの方法を予想しよう ・既習の事象を提示して、かさ比べに ている。
・ 考え方整理プリント」に付せんをは ついての生活経験や学習経験が想起し 「
りながら、どんな方法でかさ比べがで できるようにする。 ☆｢長さ比べ｣｢広さ比べ｣｢かさ比
きるか予想を書く。 ・児童から出なかった方法については べ｣など具体的な場面を示し、１
予想をもとに自分が考えた方法で実際 教師の方から提示する。 その際、どんな大きさ比べをし
にかさ比べをしよう ・｢考え方整理プリント｣を使って、付 たのか想起できるように助言す
・予想をもとに自分が考えた方法でかさ せんに書き出した考え方と結び付け る。
比べをする。 て予想が書けるようにする。 ☆友達の発表を聞いて、かさ比べ

・自分がどのように問題解決をしたのか ・既習のどんな考え方をもとに予想し をする方法に気付けるようにす
をプリントにまとめる。 た方法なのかを明確にしながら、か る。

さ比べができるようにする。

追 ○体積は１㎤の立方体を単位として、そ ・本時の学習問題｢２つの立体のかさ 【数学的な考え方】
３ のいくつ分で表すことができることを はどちらがどのくらい大きいのかを ○既習の量の測定と同じように体

究 理解する。 比べてみよう｣ を提示し、前時との 積も単位の大きさのいくつ分で
★体積は１㎤の立方体を単位の大きさと 違いが意識できるようにする。 数値化して求めればよいことに

す して、そのいくつ分かで数値化して求 気付いている。
めればよいことに気付く。 ( ･話し合いの様子)考え方整理プリント

る ＜単位の考え＞ ◎面積の基本の単位が１辺が１㎝見
２つの立体のかさはどちらがどのくら の正方形であったことから類推
い大きいのか比べてみよう して、いつでも共通して数値化通
・前時の学習との違いを考えながら解決 できる単位として１辺が１㎝の
する方法の予想をする。 立方体を考えている。し

・予想をもとに解決をして、自分がどの ・ 考え方整理プリント」を使って、 ☆「どれくらいを表すにはどうす「
ように問題解決をしたのかをプリント 前時の学習のどの考え方を使って本 ればよいか」助言することで数２
にまとめて発表する。 時の学習問題が解決できそうかとい 値化する方法について考えられ

・発表された活動や結果について気付い う予想がもてるようにする。 るようにする。
たことや、それぞれの解決に使われて ・使われている考え方に目が向くよう
いる考え方について話し合う。 に、考えた根拠や既習の方法との関

図２ 問題の立体

５㎝ ① ８㎝
６㎝ ②

６㎝
５㎝

３㎝

図１ 問題の立体

5㎝ ① 5㎝ ② 6㎝ ③
4㎝ 4㎝

4㎝ 3㎝ 4㎝
3㎝
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連を問うような発問をする。 【知識・理解】
・似ている考えを結び付けたり比較した ・｢あるもののいくつ分｣｢あるものを何 ○｢体積｣の用語や単位｢１㎤｣を理
りして、考え方を整理する。 にしたらよいか｣を中心に考え方が整 解している （発言・ ）。 活動の様子

理できるようにする。 ◎長さや面積の単位と関連付けて
・どんな考え方を使うとかさがどのくら ・児童の言葉でまとめていくようにす ｢体積｣｢１㎤｣を理解している。
い大きいかを表すことができるか話し るが｢単位の考え｣という言葉でまと ☆「体積」をかさと結び付けて説
合い、分かりやすい言葉でまとめる。 めることができるように示唆する。 明したり、１㎤の立方体を見た

りしながら単位が理解できるよ
うにする。

○立方体や直方体の体積を計算で求める ・工作用紙で作った直方体を提示し、 【数学的な考え方】
４ 方法を考え、公式にまとめることがで ｢直方体の体積を求めてみよう｣とい ○直方体や立方体の体積を具体的

きる。 う学習問題を提示する。児童にも工 な数値で求め、関数関係にある
★単位となる大きさをもとにして、直方 作用紙で作っ 縦、横、高さを測って求められ
体や立方体の体積の求め方や公式を考 た直方体を配 ることから、公式が導き出され
える。 ＜公式の考え＞ る。 ることに気付いている。見

（考え方整理プリント・話し合い
直方体の体積を求めてみよう ・立体をとらえにくい児童には１㎤の の様子）通
・直方体の体積を求める方法を予想し、 積み木を積んでみたり、１段ごとに ◎直方体や立方体の体積は、関数
｢考え方整理プリント｣に書く。 分かれるような直方体を用いたりし 関係にある縦、横、高さを測っし

・実際に体積を求め、どのように考えた て考えられるようにする。 て求められることを単位の考え
のかをプリントにまとめて発表する。 ・使われた考え方をどう表現したらよ をもとに説明し、公式を導き出２

・似ている考えを結び付けたり比較した いか分からない場合は｢１段目の数を している。
りして、考え方を整理する。 出してそれが何段あるか考えた｣など ☆１㎤の積み木を積んだり、１段

・どんな考え方を使うと体積が求められ の例を示す。 ごとに分かれるような直方体を
るか話し合い、分かりやすい言葉でま ・考え方の共通点を意識して考え方が 用いたりして、体積を計算で求
とめる。 整理できるようにし、縦、横、高さ める方法が考えられるようにす

・直方体の体積を求める公式をまとめる の辺の長さに置き換えて計算で求め る。。
られることに気付けるようにする。

・｢公式の考え｣という言葉でまとめら
れるようにする。

深 ○大きな立体の体積を表すには、１㎥を ・ 縦12ｍ、横25ｍ、高さ２ｍのプー 【関心・意欲・態度】「
５ 用いるとよいことを知るとともに、そ ルに入る水の体積を求めよう」とい ○面積の大きな単位を想起し単位

め の大きさを実感する。 う学習問題を提示する。 の考えを用いて体積でも大きな
★大きなものの体積を求めるときも、単 ・予想をするときは、追求する過程で 単位「㎥」を考えようとしてい

る 位の考えを用いて、１辺が１ｍの立方 整理した考え方を意識できるように る。 （活動の様子・発言）
体のいくつ分で表すことができること する。 ◎大きな単位の必要性を感じどん
に気付く。<単位の考え・公式の考え> ・話し合いの中で｢単位の考え｣や｢公式 な場合に㎥の単位を用いると便見
大きな立体の体積を求めてみよう の考え｣にかかわる意見が出たときは 利か考え量感をとらえている。
・プールに入る水の体積を求める方法を ｢単位の考えを使ったんだね 「公式 ☆面積の大きな単位｢１㎡｣を実際通 」
予想する。 の考えを使ったんだね｣という言葉を に見て体積でも１ｍをもとに大

・実際に体積を求め、どのように考えた 加えることで、考え方の活用に気付 きな単位が考えられそうだといし
のかをプリントにまとめて発表する。 けるようにする。 う見通しがもてるようにする。

・発表された結果について気付いたこと ・１㎥の立方体を提示し、１㎤の立方 【知識・理解】３
や考えたことを発表し合い、使われて 体はいくつ入るだろうという問題を ○１㎥と１㎤の関係を理解してい
いる考え方と結び付けて話し合う。 提示する。 る。 (活動の様子・ )学習プリント

・１㎥という単位を知る。 ・１㎥＝1000000㎤をまとめる。 ◎1㎥の1辺の長さに着目し1㎤と
１㎥と１㎤の関係を調べてみよう の関係をとらえ説明している。
・１㎥の実物大を見て、大きさを実感し ・学習感想を書く時は、｢単位の考えを ☆１㎥の模型をもとに、立体の１
たり１㎤がいくつ入るかを考えたりす どんな問題に使ったの｣｢大きな単位 辺に並ぶ１㎤の立方体の数に着
る。 を使うとどうだったの｣など具体的な 目することで１㎥と１㎤の関係
学習感想を書こう 言葉かけをする。 がとらえられるようにする。

○辺の長さが小数の場合や単位が違う場 ・ 自分が持ってきた箱の体積を求め 【表現・処理】「
８ 合の立体の体積を求めることができる よう」という学習問題を示す。 ○辺の長さが小数や単位が違う場。

★辺の長さが小数でも公式を用いて体積 ・辺の長さが分かれば「公式の考え」 合でも、公式を適用して体積を
が求められることに気付く。 を使って解決できそうだという予想 求めることができる。

＜公式の考え＞ がもてるようにする。 （学習プリント）
自分が持ってきた箱の体積を求めよう ・｢公式の考え｣を使うために㎝の単位 ◎実際に長さを測りながら、いろ見
・学習問題に対する予想をもつ。 にしたこと、小数になっても｢公式の いろな直方体の体積を、公式を
・必要な長さを測って、体積を求める。 考え｣が使えることをまとめる。 使って進んで求めることができ通
・箱の体積をどのように求めたのかを発 ・ 図のようなお る。「
表し合う。 風呂に入る水の ☆小数のかけ算が十分でない児童し
単位がそろっていない直方体の体積を 体積を求めよう」 については、式が立ったら筆算
求めよう。 という学習問題 の仕方を想起し、正しく答えが３
・公式の考えを用いて「㎤」や「㎥」で を提示する。 求められるように支援する。
体積を求める。

・発表された結果について気付いたこと ・話し合いの中で、問題解決に｢単位の
を発表し合い、使われている考え方と 考え｣や｢公式の考え｣がどのように使

、結び付けて話し合う。 われているのかを具体的に取り上げ
学習感想を書こう 確認できるようにする。

４㎝
５㎝

３㎝

80㎝

１ ｍ

70㎝
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Ⅵ 研究の結果と考察

１ つかむ過程において、立体のかさ比べの学習問

題と、長さや広さ比べなどの学習における既習の

考え方とを結び付けて整理する振り返り活動を行

うことは、解決への予想をもつことができ、問題解

決に意欲的に取り組むことに有効であったか

第１時において、画用紙で作った三つの立体を

児童に配付し(Ｐ.４指導・評価計画、図１参照）

「三つの立体のかさ比べをしよう。どれが一番か

さが大きいのかな」という学習問題を提示した。

児童は三つの立体を持って興味深く眺めたり重

ねたりして、①と②、②と③は重ねるだけですぐ

に②の方がかさが小さいことが分かった。①と③

は向きをいろいろ変えて重ねてみてもよく分から

ないため 「①かな ③の方が大きいかな」とつ、 、

ぶやきながら悩んでいる児童が多く、どうやって

比べようかと考え

資料１ 提示した資料始めた。

そこで、資料

１のような長さ

や広さなどの大

きさ比べの既習

学習が想起でき

る資料を提示し

た。資料を見な

がら「鉛筆の長

さはどうやって

比べたのかな」

「水筒の水のか

さはどうやって

比べたのかな」な

どの具体的な言葉かけをすることで、児童は既習

学習を想起し、その際に使った考え方を付せんに

書き出した。長さ比べでは「端を合わせて比べ

た 、広さ比べでは「重ねてはみ出した広さを比」

べた 長さや重さ 広さや水のかさ比べでは (単」、 、 「

位量の)個数で比べた」など、全員の児童が三つ

から五つの既習の考え方を想起した。

この既習の考え方を書いた付せんを「考え方整

理プリント （次ページ資料５）にはり、それを」

もとに児童は問題解決の予想を立てた 。。

資料２は、児童が「考え方整理プリント」に書

いた、既習の考え方と予想の関連結果である。全

員の児童が、学習問題と既習の考え方を結び付け

て整理する振り返り活動を通して、問題解決の予

想をもつことができた。

予想をもった児童は、すぐに一人一人問題解決

を始めた。資料３は児童が問題解決に取り組んだ

時の様子である。どの子も意欲的に取り組み、自

分の結果をプリントに分かりやすくまとめること

ができた。

資料４は授業後の「予想してから学習を始めた

ことは、問題解決にどうでしたか」というアンケ

ート結果である。このアンケート結果からも、予

想をもったことが問題解決に役に立ったことが分

かる。

Ａ男は、提示資料を見て既習学習を想起しなが

資料２ 既習の考え方と予想
＜既習の考え方＞ ＜予 想＞

・重ねて比べる、端を →(ア)重ねてはみ出した部分を切って

合わせて比べる 比べる (20人)

・重さで比べる、天秤 →(イ)重さを比べて重い方がかさが大

で比べる きい (14人)

・定規で測って比べる →(ウ)辺の長さを測ってたす (７人)

・１㎠のいくつ分で比 →(エ)面の面積を１㎠のいくつ分で比

べる べる (７人)

・１㎠のいくつ分で比 →(オ)１辺が１㎝の立方体がいくつ入

べる るかで比べる (４人)

・同じコップのかさで →(カ)水を入れてコップに移し替えて

比べる 比べる (３人)

資料４ アンケート結果
・予想を立てるのは難しかったけど解決につながった

・予想をすると問題解決の手がかりになった
・予想を立ててから考えてみるとすぐに問題が解けた

・予想をもつと具体的になって方法を考えるのに役に
立った

・友達の予想を聞くとヒントになった

資料３ 児童が問題解決に取り組んだ時の様子
(ア)重ねてはみ出した部分を切って比べた児童(18人)

①と③の大きさの生け花用のスポンジを使って、端

を合わせてはみ出した部分を切って比べた。教師の支

援や友達の協力で18人全員が①の方がかさが大きいと

いう結果を得た。

(イ)重さを比べた児童(18人)

天秤を使って①と③の重さを比べ、18人全員が①の

方が重いからかさも大きいという結果を得た。

(ウ)辺の長さを測って比べた児童(３人)

定規で３つの辺(縦、横、高さ)の長さを測ってたす

(ア)(イ)(エ)と ①も③も同じ長さになるという結果を得た、 。

の結果と違うのでなぜだろうと考えていた。(オ)(カ)

(エ)面の面積を求めて比べた児童(５人)

①は112㎠、③は108㎠だから①の方が大きいという

結果を得た。

児童 人)(オ)1辺が1㎝の立方体がいくつ入るかで比べた (3

計算で求めて①は80個、③は72個だから①の方がか

さが大きいという結果を得た児童は１人。

(カ)水を入れてコップに移し替えて比べる(３人)

立体に入れた水を同じ大きさのコップに移し替えて

比べたら、①の方が多かったという結果を得た。
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ら 「あっそうだ、(長さ比べでは)端をくっつけ、

た 「(水のかさ比べでは)コップに水筒の水を入」

れた」などつぶやきながら、既習の考え方を想起

していくのが分かった。付せんには「重ねてはみ

出した広さで比べる 「定規で測って比べる 「１」 」

㎠のいくつ分で比べる」と三つの既習の考え方を

書き、それを「考え方整理プリント」にはりなが

ら問題解決の予想を考え始めた 「重ねてはみ出。

」 、した広さで比べる という既習の考え方をもとに

予想をどのように書いたらよいか分からず悩んで

いた。そこで「二つの立体を重ねてどうやって比

べるの」と聞きながら①と③の立体を重ねて見せ

ると はみ出した部分を切る と言いながら 重、「 」 「

ねてはみ出した部分を切る」と予想を書いた。他

の二つの既習の考え方についても具体的に立体を

見せながら言葉かけをすることで 「辺の長さを、

測る 「面の面積を１㎠のいくつ分か数える」と」

いう予想を書いた。

問題解決が始まると、Ａ男はすぐに「重ねては

み出した部分を切って比べる」という活動を始め

。 、た 予想をもとに重ね方を工夫して切る所を考え

切り取った部分を比べて①の方が大きいことが分

。 。かった 次に辺の長さを比べる方法に取り組んだ

「どの辺の長さを測るの」と聞くと縦、横、高さ

の三つの辺を指し長さを測り始めた。①も③も13

㎝であるという結果を得て｢さっきの結果と違う｣

とつぶやいていた。さらに、面積を求めて①の方

が大きいという結果を「考え方整理プリント」に

書いた。

資料５ Ａ男の「考え方整理プリント」

いつもは問題解決の途中で行き詰まったり次の

活動が分からなくなったりしてあきらめてしまう

ことの多いＡ男だが、しっかりと予想をもって取

り組んだことで最後まで意欲をもって取り組むこ

とができたものと考える。

以上のことから、つかむ過程で学習問題と既習

の考え方を結び付けて整理する振り返り活動を行

ったことは、解決への予想をもつことができ、問

題解決に意欲的に取り組むことに有効であったと

考えられる。

２ 追究する過程において、立体の体積を求める学

習問題を解決する過程で、どのように考えたのか

という考え方を整理する振り返り活動を行うことは

数学的な考え方に気付くのに有効であったか

第３時において、二つの立体を児童に配付し

(Ｐ.４指導･評価計画、図２参照）｢どちらがどれ

くらいかさが大きいか比べてみよう｣という学習

。 「 」問題を提示した 第１時の問題とは どれくらい

の部分が違うことを最初に確認した。そして、第

２時にまとめた三つのかさ比べの考え方｢直接比

べる｣｢違うものに置き換えて比べる｣｢いくつ分か

で比べる」の付せんを「考え方整理プリント」に

はり、前時の考え方と結び付けながら問題解決の

予想をした。予想を発表し合い、考え方が同じ児

童は一緒に協力し合いながら問題解決を始めた。

その後、問題解決の結果を発表し合い、気付い

たことや考えたことを話し合う学び合いを行っ

た 「切って比べたらこれくらい①の方が大きか。

った」と指で示した児童に対して「これくらいっ

てどのくらいですか」と他の児童が質問したが、

はっきり表せなかった。水を入れて比べた児童は

「ちょっとだけ①のほうが多かったけど、ちょっ

ととしか分からない」と発言した。いくつ分で比

べた児童は 「１辺が２㎝の積み木を入れたら①、

は12個②も12個、でも両方とも少しずつすき間が

できた 「すき間ができてるから１辺が２㎝の積」

み木では比べられない 「１辺が１㎝の立方体が」

欲しかった。すき間なく敷き詰められるから」な

どの意見が出された(資料６)。

資料６ 学び合いの場面における板書

そこで、それぞれの考え方を整理する振り返り

活動を行った 「切ったり他のものに置き換えた。
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りしてもかさ比べはできるけど、どのくらいを表

すことは難しい 「いくつ分で比べるとどれくら」

いかを数字で表せる 「１辺が１㎝の立方体を入」

れるとすき間なく入れられる」などの発言があっ

た。そして、本時の学習問題の立体の箱に１㎤の

立方体を詰めたものを提示し 「１辺が１㎝の立、

方体のいくつ分で、かさを表すことができる」と

いうまとめをした。

振り返り活動を通して、児童は「単位とするも

のを決めてそのいくつ分でかさを比べる」という

考え方に気付いていった。この考え方は 「１辺、

が１㎝の立方体(１㎤)」を単位として、そのいく

つ分で考えたので、この考え方に「単位の考え」

という名前を付けることにした。

Ａ男は、問題解決が始まると切って比べる方法

と水を入れて比べる方法に取り組んだ。｢切って

比べてみたらどうだった」と聞くと「はみだした

部分が比べられない。もっと切ればできるかもし

れないけど難しい」と答えた。水を入れて比べる

方法についても「目盛りがないとどれくらいが分

からない」と、友達と話し合いながら学習プリン

トにまとめていた。かさを数値化して考えようと

していることがうかがえる。学び合いの中で、い

くつ分で考えた友達の発表を聞いて 「１辺が２、

㎝の積み木だとすき間が空いてしまう」とつぶや

いたり、１㎤の立方体が詰まった立体をすぐに手

にとって眺めたりしていた。

Ｂ子は、解決が始まるとすぐに積み木を入れて

比べる考え方を始めた。考え方が同じ友達と一緒

に、積み木のある場所に行き考え始めた。立体に

積み木を入れながら考えたが、１辺が２㎝と３㎝

の積み木ではうま

資料７ Ｂ子の学習プリントく詰めることがで

きず困っていた。

記入された学習

プ リン ト(資 料

７)から、活動を

通して１辺が１

㎝の積み木の必

要性に気付いて

いることが分か

る。学び合いの

中でＢ子は、積

み木のいくつ分

で考えた発表に、自分もそうだったという表情で

うなずきながら聞いていた 「１辺が１㎝の積み。

木が必要だった」と友達が答えるのに合わせて大

きくうなずいていた 「Ｂさんもそう」と聞くと。

「そうだった」と答えた。

第４時において 「縦４㎝横５㎝高さ３㎝の直、

方体の体積を求めよう」という問題を提示した。

ほとんどの児童が60個の１㎤の立方体を直方体

に積みながら、または積

資料８ １㎤の立方体をんだものを見てその個数

積んで考える児童を計算で求める方法を考

えていた 資料８ 。全員( )

の児童が学習プリントに

自分がどのように考えた

のかを式だけでなく言葉

や見取図、言葉の式を用

いて説明を書いていた。

その後、結果を発表し

合い、どのように考えた

のかという学び合いを行った 「一番下の段の立。

方体の数は(たて)×(横)で４×５＝20、20個の立

方体が３段あるから20×３＝60｣｢前の面から見る

、 」と５×３＝15で それが４列あるから15×４＝60

「横から見て３×４＝12で、それが５列あるから

12×５＝60「積みながら数えたらやっぱり60だ」

った」などの考え方が出された。

そして 「これらに共通しているところはない、

」「 」か 答えが同じなのに式が違うのはなぜだろう

という点で話し合いをしながら、考え方を整理す

る振り返り活動を行った 「計算の式が違うけど。

答えは全部60㎤になっている 「すべて４と３と」

５をかけている 「見方（見る方向）が違うから」

式が違う 「縦と横と高さの長さをかけている」」

、 、などの意見をもとに 直方体の体積を求めるには

「縦と横と高さの長さをかければよい」という考

え方をまとめた。振り返り活動を通して児童は、

直方体の体積は、

資料９ Ｂ子の学習プリント「(縦)×(横)×(高

さ)で求めることが

できる」という考

え方に気付き、こ

の計算の方法を言

葉を用いて式に表

したので 「公式の、

考え」という名前

をつけることにし

た。

Ｂ子は１㎤の立方
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体を60個積んで数を確認してから計算で求める式

を考えた。そして、言葉で式の説明をして、｢(た

て)×(よこ)×(高さ)｣という言葉の式も考えた

(前ページ資料９)。結果を発表し合い学び合う中

で自分の考えを発表した。また、友達の発表を聞

きながら自分の式との違いを考えたり、式が違う

理由を考えたりしていた 「見方が違うから式が。

違う」という発言に「ああそうか」とつぶやき、

提示された模型で確認していた。Ａ男も自分と同

じ考えのところで挙手したり、縦、横、高さで分

かれる模型を操作して式の違いを確認したりして

いた。直方体の体積を求める「(縦)×(横)×(高

さ)」という言葉の式に、自分の式と照らし合わ

せて納得していた。

以上のことから、追求する過程において、学習

問題を解決する過程でどのように考えたのかとい

う考え方を整理する振り返り活動を行ったこと

は、児童が｢単位の考え｣や｢公式の考え｣などの数

学的な考え方に気付くのに有効であったと考えら

れる。

３ 深める過程において、追究する過程で気付いた

数学的な考え方を活用して学習問題を解決し、そ

の考え方がどのように活用されているかという振り

返り活動を行うことは、数学的な考え方のよさを味

わうのに有効であったか

第５時において 「縦12ｍ横25ｍ高さ２ｍのプ、

ールに入る水の体積を求めよう」という学習問題

を提示した。児童は問題解決の予想を学習プリン

トに書いた 「公式の考えを使う(19人)「かけ。 」

算をする 「ｍを㎝に直して考える 「単位を考」 」

える(単位の考えを使う)」などの予想を書いた。

資料10 学び合いの場面における板書

予想をもとに児童一人一人が問題解決を行い、結

果を発表し合った。結果についての学び合いの場

面における板書は資料10の通りである。

次に、考え方がどのように活用されているのか

という観点で振り返りをした 「みんな公式の考。

えを使って計算している 「ｍを㎝に直して考え」

たから600000000㎤になった 「ｍでも公式の考え」

が使える 「単位を考えてみると600㎤という答え」

はおかしいことが分かる 「単位の考えを使うと」

㎥という新しい単位が考えられそうだ」などの意

見が出た。そこで、問題解決に「公式の考え」を

使ったことと、１ｍをもとに考えた１㎥は「単位

の考え」を使っていることを確認した。

資料11の授業後の児童の学習感想を見ると 単、「

位の考え」や「公式の考え」を使って問題解決す

ることで 「簡単に分かりやすく表現できた 「い、 」

ろいろな場面で考えられた 「広い範囲で当ては」

まった」などの数学的な考え方のよさを味わって

いる様子が分かる。

「 」 、Ａ男は 公式の考えを使う という予想を書き

12×25×２＝600で600㎤と書いた。友達が発表し

た結果を見て「㎤じゃおかしい」とつぶやきなが

ら600㎥と直した 「辺の長さはｍなので１㎤のい。

くつ分ではないから」という友達の発言にうなず

。 「 」いていた 学び合いの中での 面積では㎡だった

という発言からも１㎥の必要性にも気付いていっ

たものと考える。学習感想に「単位の考えを使う

と、㎥みたいな新しい単位が作れる」と書いてい

た。これらのことから「単位の考え」の有用性に

気付いていることがうかがえる。

第８時において 「自分が持ってきた箱の体積、

を求めよう」という学習問題から、児童はすぐに

「公式の考えを使う 「辺の長さを測って計算す」

る」という予想を書いた。予想をもとに、全員の

児童が○㎝△㎜という辺の長さを○.△㎝に直し

てから公式の考えを使って計算をして□㎤で体積

を求めた。数学的な考え方がどのように活用され

たのかという観点で振り返り活動をした 「みん。

な○.△㎝にした 「○㎝△㎜では公式が使えな」

いから、公式を使うために㎝にそろえた 「小数」

でも公式は使えるんだ」などの意見が出た。

資料11 授業後の学習感想
・単位の考えを使ったら、㎥という単位が考えられた

＜有用性＞ （10人)
・公式の考えは㎤でも㎥でも使えた＜一般性＞(９人)
・新しい単位で大きい数字も簡単になった＜簡潔性＞
・㎣という単位も考えられそうだ＜発展性＞
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次に「高さ１ｍ縦80㎝横70㎝のお風呂に入る水

の体積を求めよう」という単位がそろっていない

問題では、１ｍ＝100㎝に直して560000㎤と求め

た児童は20人。70㎝＝0.7ｍ、80㎝＝0.8ｍなので

0.56㎥と求めた児童は５人。㎤と㎥の両方で求め

た児童は５人。単位をよく見ずに、１×70×80＝

5600(㎤)とした児童は１人であった。

発表された問題解決について、数学的な考え方

がどのように活用されているのかという観点で振

り返りをした 「560000㎤は全部㎝にそろえて計。

算した｣｢0.56㎥はｍにそろえて計算した｣｢560000

㎤と0.56㎥は、そろえた単位が違うから答えが違

うけど、両方正しいと思う 「5600㎤は単位をそ」

ろえなくてはいけない 「㎤でも㎥でも単位をそ」

ろえると公式の考えが使える」などの意見が出さ

れた。振り返りを通して「単位の考え」を使うと

答えの単位の予想ができたり間違いに気付いたり

できることや 「公式の考え」を使うために単位、

をそろえたことに気付いたものと考える。また、

資料12の授業後の児童の感想を見ても、｢単位の

考え｣や｢公式の考え｣が問題解決に有効に使われ

ているよさを味わっていることが分かる。

Ｂ子の学習プリント(資料13)から、数学的な考

え方「単位の考え 「公式の考え」がどのように」

使われているかを意識しながら問題解決している

ことが分かる。また、学習感想「単位の考えをつ

かって、単位がちがう体積をもとめるのが楽にで

資料13 Ｂ子の学習プリント

資料12 授業後の学習感想
・辺の長さが小数でも公式の考えを使って体積を求め
ることができた ＜一般性＞ （４人）
・単位の考えを使うと１つの問題でもいろいろな考え
方ができる ＜有用性＞
・辺の長さの単位が違っていても、単位をそろえれば
公式の考えが使える ＜一般性＞ （８人）
・単位を見れば答えの間違っていたことにも気付ける

＜正確性＞
・単位の考えはいつの間にか使っていることに気付い
た ＜有用性＞

きた（公式の考えを使って計算 」から 「単位） 、

の考え 「公式の考え」の有用性を実感している」

ことが分かる。

以上のことから、深める過程において数学的な

考え方を活用して学習問題を解決し、数学的な考

え方がどのように活用されているかという振り返

り活動を行ったことは、児童が数学的な考え方の

よさを味わうのに有効であったと考えられる。

Ⅶ 研究のまとめと今後の課題

○ 今回の研究により、問題解決をするときどの

数学的な考え方を使って解決できそうかという

予想をもつことで、児童は意欲的に問題解決に

取り組むことができた。また、問題解決に活用

できる数学的な考え方に気付いたり、数学的な

考え方のよさを味わったりすることができた。

○ この研究を行った単元における単元末テスト

結果の平均点を、習熟度別の４コース（基礎、

基礎・基本、基本・発展、発展）で比較してみ

た 「表現・処理」と「知識・理解」の観点の。

学力について、本研究の対象である＜基礎・基

本コース＞は他のコースとあまり変わらない伸

びであったが 「数学的な考え方」の観点の学、

力は他のグループに比べて伸びていることが分

かった。

○ 今後は、他の領域における数学的な考え方を

具体的にとらえ、考え方を整理する振り返り活

動を有効に取り入れることで、児童が数学的な

考え方に気付きそのよさを味わえるような学習

過程の工夫を考え、さらに研究を進めていきた

い。また、今回は「数学的な考え方」の観点に

おける学力の伸びの有効性は分かったが 「表、

現・処理｣｢知識・理解｣の学力の伸びにおける

有効性ははっきりとは分からなかった。継続研

究をすることにより、その有効性を明らかにし

ていきたい。
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